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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第98期

第３四半期連結
累計期間

第99期
第３四半期連結
累計期間

第98期

会計期間
自2021年12月１日
至2022年８月31日

自2022年12月１日
至2023年８月31日

自2021年12月１日
至2022年11月30日

売上高 （千円） 5,406,104 4,631,619 7,242,723

経常利益 （千円） 378,876 111,107 302,371

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 270,864 96,653 212,309

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 322,234 125,567 237,230

純資産額 （千円） 3,291,279 3,279,013 3,206,269

総資産額 （千円） 8,094,317 7,849,304 8,066,382

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 282.65 102.08 221.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.33 40.28 38.30

 

回次
第98期

第３四半期連結
会計期間

第99期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自2022年６月１日
至2022年８月31日

自2023年６月１日
至2023年８月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 16.41 △82.55

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが季節性

インフルエンザと同等の５類に変更され経済活動が正常化されたことから個人消費やインバウンド需要が回復し企

業収益も好調に推移しましたが、ウクライナ紛争の長期化や東アジア地域の地政学的リスクが経済成長を阻害する

怖れがあり先行きを見通すのが困難な状況が続いております。

国内の農業を取り巻く環境に関しましては、農産品輸出額の増加傾向が続き、外食産業の需要も回復しました。

食料安全保障の観点から国内農業を見直す取り組みも始まっておりますが、農地面積や農業就業者数の減少とこれ

に伴う食料自給力の低下傾向に歯止めはかかっておらず、国内の農業を取り巻く厳しい状況は続いております。

このような状況のもと、当社グループでは従来からの地域密着を基本に、水稲用殺虫剤「スクミノン」、園芸用

殺虫剤「サンケイ コテツベイト」および食品由来物質を用いた「サンクリスタル乳剤」、「ハッパ乳剤」などの

食用作物用独自開発品ならびに環境と樹木への負荷を軽減した樹幹注入剤「ウッドスター」などの緑化用独自開発

品に加え、総合防除による環境保全型農業への推進、森林や公園・ゴルフ場等の緑化防除事業ならびに不快害虫防

除薬剤の開発と防除事業などに注力するとともに受託生産にも努めて工場の操業度向上を図ってまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は46億31百万円（前年同期比7億74百万円、14.3％減)となり

ました。損益面では営業利益は54百万円（前年同期比2億76百万円、83.6％減）、経常利益は1億11百万円（前年同

期比2億67百万円、70.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は96百万円（前年同期比1億74百万円、64.3％

減）となりました。

 

○セグメントの経営成績は次のとおりであります。

　当社グループの事業は単一セグメントでありますが、製品の用途別売上は以下のとおりとなりました。

殺虫剤は園芸用が減少し売上高は24億19百万円（前年同期比4億80百万円、16.6％減）、殺菌剤は水稲用が減少

し売上高は4億76百万円（前年同期比44百万円、8.6％減）、殺虫殺菌剤は水稲用が減少し売上高は2億73百万円

（前年同期比1億10百万円、28.9％減）、除草剤は園芸用が減少し売上高は5億74百万円（前年同期比1億46百万

円、20.3％減）、その他は園芸用が減少し売上高は3億30百万円（前年同期比1億22百万円、27.1％減）、農薬外そ

の他は緑化用が増加し売上高は5億58百万円（前年同期比1億30百万円、30.5％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は78億49百万円で、前連結会計年度末に比べ2億17百万円の減少となりま

した。これは主に現金及び預金並びに受取手形及び売掛金の減少が電子記録債権並びに商品及び製品の増加を上

回ったことによるものであります。

　負債は45億70百万円で、前連結会計年度末に比べ2億89百万円の減少となりました。これは主に支払手形及び買

掛金並びにその他の減少が短期借入金及び長期借入金の増加を上回ったことによるものであります。

　純資産は32億79百万円で、前連結会計年度末に比べ72百万円の増加となりました。これは主に利益剰余金の増加

によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、1億52百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2023年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年10月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,019,700 1,019,700 福岡証券取引所

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 1,019,700 1,019,700 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年６月１日～

2023年８月31日
－ 1,019,700 － 664,500 － 295,451

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2023年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 78,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 931,800 9,318 －

単元未満株式 普通株式 9,400 － －

発行済株式総数  1,019,700 － －

総株主の議決権  － 9,318 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

サンケイ化学㈱ 鹿児島市南栄二丁目９番地 78,500 － 78,500 7.70

計 － 78,500 － 78,500 7.70

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年６月１日から2023

年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年12月１日から2023年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、監査法人かごしま会計プロフェッションによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,084,523 1,553,795

受取手形及び売掛金 1,422,660 1,032,879

電子記録債権 728,623 944,153

商品及び製品 1,017,716 1,424,076

仕掛品 79,968 44,984

原材料及び貯蔵品 515,869 405,501

その他 56,513 96,004

貸倒引当金 △1,442 △862

流動資産合計 5,904,432 5,500,532

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 249,856 254,189

機械装置及び運搬具（純額） 161,569 142,148

土地 443,337 443,337

リース資産（純額） 46,041 48,448

建設仮勘定 22,954 180,877

その他（純額） 37,410 32,342

有形固定資産合計 961,169 1,101,343

無形固定資産   

ソフトウエア 1,767 700

その他 165 262

無形固定資産合計 1,933 962

投資その他の資産   

投資有価証券 1,006,958 1,062,576

繰延税金資産 104,336 96,121

その他 99,091 99,306

貸倒引当金 △11,538 △11,538

投資その他の資産合計 1,198,847 1,246,466

固定資産合計 2,161,950 2,348,772

資産合計 8,066,382 7,849,304
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,164,708 981,279

短期借入金 － 137,540

１年内返済予定の長期借入金 770,929 811,435

リース債務 20,723 19,858

未払法人税等 50,930 5,245

賞与引当金 16,077 58,567

返金負債 180,539 142,304

未払賞与 97,725 －

その他 424,196 163,399

流動負債合計 2,725,828 2,319,630

固定負債   

長期借入金 1,437,546 1,526,482

リース債務 29,699 33,346

退職給付に係る負債 355,580 371,134

役員退職慰労引当金 81,700 86,100

長期預り保証金 229,758 233,597

固定負債合計 2,134,284 2,250,661

負債合計 4,860,113 4,570,291

純資産の部   

株主資本   

資本金 664,500 664,500

資本剰余金 296,712 296,735

利益剰余金 1,993,407 2,061,313

自己株式 △68,032 △89,123

株主資本合計 2,886,588 2,933,425

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 202,878 228,073

その他の包括利益累計額合計 202,878 228,073

非支配株主持分 116,802 117,514

純資産合計 3,206,269 3,279,013

負債純資産合計 8,066,382 7,849,304
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年12月１日
　至　2022年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年８月31日)

売上高 5,406,104 4,631,619

売上原価 4,108,147 3,594,302

売上総利益 1,297,956 1,037,317

販売費及び一般管理費 967,608 983,057

営業利益 330,348 54,259

営業外収益   

受取利息及び配当金 13,527 14,964

受取賃貸料 2,302 2,257

受取保険金 2,562 2,239

倉庫保管料 7,217 4,201

持分法による投資利益 24,473 39,596

その他 9,155 7,382

営業外収益合計 59,239 70,642

営業外費用   

支払利息 10,384 12,416

その他 325 1,378

営業外費用合計 10,710 13,794

経常利益 378,876 111,107

特別利益   

固定資産売却益 127 682

投資有価証券売却益 － 16,467

特別利益合計 127 17,149

特別損失   

固定資産除却損 250 1,212

特別損失合計 250 1,212

税金等調整前四半期純利益 378,754 127,044

法人税等 110,190 26,884

四半期純利益 268,563 100,159

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△2,301 3,506

親会社株主に帰属する四半期純利益 270,864 96,653
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年12月１日
　至　2022年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年８月31日)

四半期純利益 268,563 100,159

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 51,044 19,975

持分法適用会社に対する持分相当額 2,627 5,432

その他の包括利益合計 53,671 25,408

四半期包括利益 322,234 125,567

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 324,238 121,848

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,003 3,718
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2021年12月１日
至 2022年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年12月１日
至 2023年８月31日）

減価償却費 74,863千円 83,753千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年12月１日　至　2022年８月31日）

１．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年１月11日

取締役会
普通株式 23,957 25.00 2021年11月30日 2022年２月24日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年12月１日　至　2023年８月31日）

１．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年１月12日

取締役会
普通株式 28,748 30.00 2022年11月30日 2023年２月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、令和５年３月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式17,100株の取得を行いました。当第

３四半期連結累計期間において自己株式が21,091千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己

株式が89,123千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2021年12月１日　至　2022年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　2022年12月１日　至　2023年８月31日）

　当社グループは農薬の製造販売、ならびに農薬に関連した防除作業を事業内容としており、事業区分が単一

セグメントのため記載しておりません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

販売区分別に分解した売上高は以下のとおりであります。

種類
前第３四半期連結累計期間
（自 2021年12月１日
至 2022年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年12月１日
至 2023年８月31日）

殺虫剤 2,900,214千円 2,419,932千円

殺菌剤 521,491 476,526

殺虫殺菌剤 383,869 273,083

除草剤 720,169 574,003

その他 880,359 888,073

計 5,406,104 4,631,619

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年12月１日
至　2022年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年12月１日
至　2023年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 282円65銭 102円08銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
270,864 96,653

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
270,864 96,653

普通株式の期中平均株式数（株） 958,278 946,827

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年10月５日

サンケイ化学株式会社

取締役会　御中

 

監査法人

かごしま会計プロフェッション

鹿児島県鹿児島市

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西　　　洋一

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森　　　毅憲

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンケイ化学株式会社の

2022年12月1日から2023年11月30日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2023年6月1日から2023年8月31日まで）及

び第3四半期連結累計期間（2022年12月1日から2023年8月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンケイ化学株式会社及び連結子会社の2023年8月31日現在の財政状態及び同日

をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績の状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点におい

て認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半期

レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としての

その他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・   主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続を

実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務

諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

EDINET提出書類

サンケイ化学株式会社(E01009)

四半期報告書

14/15



・   継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められると

判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められる四

半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告

書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・   四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・   四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人は、

四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に

対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事項につ

いて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の

独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその

内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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